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研修の改善・充実の協議〈特別区職員研修所・２０１１年８月３０日〉

■『
運
動
方
針（
案
）』、

『
各
会
計
予
算（
案
）』

『
運
動
方
針
（
案
）
』
で
は
、【
具

体
的
な
闘
い
】
と
し
て
、「
労

働
条
件
改
善
の
闘
い
と
反
合
理

化
闘
争
」
、「
廃
棄
物
行
政
の
確

立
と
直
営
強
化
の
取
り
組
み
」
、

「
公
務
員
制
度
改
革
に
対
す
る

取
り
組
み
」
な
ど
が
提
起
さ
れ

ま
し
た
。
公
務
員
制
度
改
革
の

方
向
性
は
、
今
後
の
わ
が
組
合

の
交
渉
形
態
や
組
織
の
あ
り
方

に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
引

き
続
き
基
幹
的
労
働
条
件
に
つ

い
て
は
、
統
一
交
渉
で
決
定
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
今

後
の
具
体
的
な
取
組
み
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
『
各
会
計
予
算

（
案
）
』
は
、
組
合
員
の
減
少
に

よ
り
全
体
的
に
緊
縮
予
算
（
案
）

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
運
動
上

の
財
政
的
な
裏
づ
け
と
し
て
、

必
要
な
項
目
に
予
算
措
置
を
し

て
い
ま
す
。

次
年
度
の
『
運
動
方
針
』『
各

会
計
予
算
』
を
力
強
く
大
会
で

確
立
で
き
る
よ
う
、
各
職
場
で

の
真
摯
な
討
議
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
拡
が
る
車
付
雇
上

な
ど
の
問
題
点
に
つ

い
てま

た
、
こ
の
日
の
中
央
委
員

会
で
は
『
拡
が
る
委
託
や
車
付

雇
上
な
ど
の
問
題
点
』
と
し
て
、

清
掃
現
場
で
拡
大
す
る
一
途
の

非
正
規
労
働
者
の
問
題
に
つ
い

て
、
有
識
者
を
交
え
て
問
題
点

を
検
証
し
て
い
く
こ
と
や
、
職

場
実
態
の
正
確
な
調
査
を
行
う

こ
と
な
ど
、
今
後
の
取
り
組
み

が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
１６
日
、
第
９
回
中
央
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
１０
月
１６
日
に
予

定
さ
れ
て
い
る
第
８０
回
定
期
大
会
議
案
の
『
運
動
方
針
（
案
）
』
と

『
各
会
計
予
算
（
案
）
』
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
各
職
場
で

の
討
議
と
中
央
委
員
会
で
の
確
認
を
経
た
後
に
、
定
期
大
会
で
提
案
、

討
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

定
期
大
会
に
向
け
て

「
運
動
方
針（
案
）」、「
予
算（
案
）」を
提
起

第９回中央委員会〈SKホール・２０１１年９月１６日〉
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第 ９ 回
中央委員会

「方針（案）」を提起する纐纈副委員長

清
掃
研
修
「
現
任
技
能
（
１０
年
目
）
」
事
件
が
起
き
て
以
降
、

三
回
に
わ
た
る
事
実
確
認
会
が
開
催
さ
れ
、
講
師
は
職
業
差
別
、

部
落
差
別
を
助
長
す
る
発
言
を
行
っ
た
こ
と
を
四
者
（
東
京
清
掃
、

部
落
解
放
同
盟
東
京
都
連
、
特
別
区
職
員
研
修
所
、
講
師
所
属
区
）

で
確
認
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
再
発
防
止
策
の
確
立
の
た

め
の
協
議
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
８
月
３０
日
の
協
議
で
、
具

体
的
な
方
策
等
を
確
認
す
る
に
至
り
、
今
回
で
研
修
の
改
善
・
充

実
に
向
け
た
協
議
に
つ
い
て
は
終
了
し
ま
し
た
。

清掃研修の改善・充実に向けた協議
再発防止に向けた取り組みを確認

清
掃
研
修
の
改
善
・
充
実
の

協
議
は
、
７
月
５
日
に
最
初
の

協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
別

区
職
員
研
修
所
か
ら
、
①
清
掃

研
修
に
お
け
る
同
和
研
修
の
実

施
経
過
、
②
本
件
に
対
す
る
考

え
方
、
③
研
修
の
改
善
・
充
実

に
向
け
た
取
り
組
み
の
３
点
に

つ
い
て
提
起
が
行
わ
れ
、
質
疑

・
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

わ
が
組
合
と
部
落
解
放
同
盟

東
京
都
連
（
以
下
、
都
連
）
か

ら
は
、
講
師
を
部
内
講
師
（
清

掃
事
務
所
長
等
）
だ
け
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
差
別
の
実
態
や

当
事
者
の
視
点
を
活
か
す
た
め

に
部
外
講
師
の
活
用
も
検
討
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
提
起

し
、
講
師
養
成
研
修
の
充
実
や

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
な
ど
を
求
め

ま
し
た
。

ま
た
、
講
師
を
務
め
る
管
理

職
は
、
清
掃
事
業
移
管
の
背
景

や
経
緯
、
事
業
の
実
態
や
歴
史
、

同
和
研
修
の
意
義
・
必
要
性
を

正
確
に
理
解
し
て
研
修
を
担
う

べ
き
こ
と
や
、
今
回
の
事
件
を

単
に
一
講
師
の
問
題
と
捉
え
る

の
で
は
な
く
、
２３
区
共
通
の
問

題
と
捉
え
る
べ
き
こ
と
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

■
研
修
の
改
善
・
充

実
に
向
け
た
具
体
的

な
方
策
を
確
認

８
月
３０
日
の
協
議
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
協
議
を
踏
ま
え
、
研

修
所
と
し
て
の
問
題
点
の
整
理

や
研
修
の
改
善
・
充
実
に
向
け

た
具
体
的
な
方
策
を
確
認
し
た

も
の
で
す
。

研
修
所
は
、
本
件
に
対
す
る

考
え
方
と
し
て
「
人
権
を
守
る

べ
き
立
場
に
あ
る
区
の
管
理
職

が
、
職
業
差
別
、
部
落
差
別
を

助
長
す
る
よ
う
な
発
言
を
行
っ

た
も
の
で
あ
り
、
当
研
修
所
と

し
て
は
極
め
て
遺
憾
」
と
し
、

「
清
掃
事
業
移
管
の
背
景
・
経

緯
、
清
掃
事
業
の
実
態
や
清
掃

研
修
に
お
け
る
同
和
研
修
の
意

義
・
必
要
性
を
正
確
に
理
解
し

て
講
義
を
行
え
る
よ
う
、
管
理

職
の
異
動
実
態
も
十
分
考
慮
に

入
れ
た
方
策
を
重
ね
る
必
要
が

あ
っ
た
」
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
同
和
研

修
実
施
体
制
の
問
題
と
し
て
、

標
準
と
な
る
指
導
要
領
や
教
材

の
不
備
、
実
施
内
容
や
教
材
の

チ
ェ
ッ
ク
が
不
十
分
な
ど
の
不

備
が
あ
っ
た
と
し
、
基
本
的
な

考
え
方
と
具
体
的
な
方
策
と
し

て
（
別
表
）
の
内
容
を
示
し
ま

し
た
。
具
体
的
な
方
策
の
「
④

関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
」
の

関
係
団
体
に
は
、
わ
が
組
合
も

含
ま
れ
、
今
後
も
定
期
的
な
意

見
交
換
を
重
ね
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

わ
が
組
合
と
都
連
は
、
研
修

所
と
し
て
の
事
件
に
対
す
る
考

え
方
や
、
清
掃
研
修
の
改
善
・

充
実
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策

に
つ
い
て
了
承
す
る
こ
と
と

し
、
研
修
の
改
善
・
充
実
の
協

議
は
二
回
を
も
っ
て
終
了
と
し

ま
し
た
。

■
清
掃
の
歴
史
や
移

管
の
経
緯
を
踏
ま
え

た
研
修
実
施
を

研
修
の
改
善
・
充
実
に
向
け

た
協
議
は
終
了
と
し
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
講
師
所
属
区
と
の
話

し
合
い
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
実
に
職
場
の
切
り
盛
り
を
し

て
い
る
の
は
、
現
場
の
第
一
線

で
奮
闘
す
る
職
員
で
す
。

安
直
・
性
急
な
「
安
上
が
り
行

政
」
を
追
求
し
た
結
果
と
し
て
、

特
別
区
の
清
掃
事
業
は
非
正
規

労
働
者
の
活
用
が
拡
大
す
る
な

ど
、
職
場
に
は
重
い
閉
塞
感
が

満
ち
て
い
ま
す
。

奮
起
を
促
す
べ
き
管
理
職
が
、

移
管
の
経
緯
や
清
掃
事
業
の
歴

史
、
清
掃
職
場
に
お
け
る
同
和

研
修
の
必
要
性
を
十
分
に
踏
ま

え
ず
、
研
修
と
い
う
公
の
場
で
、

私
見
を
述
べ
な
が
ら
差
別
を
助

長
す
る
発
言
を
し
た
り
、
清
掃

職
場
や
職
員
の
労
働
条
件
を

軽
々
に
否
定
す
る
発
言
は
決
し

て
許
せ
ま
せ
ん
。

第
８０
回
定
期
大
会

月
日：

１０
月
１６
日
（
日
）

会
場：

ベ
ル
サ
ー
ル
飯
田
橋

【
２
面
へ
】

第9 4 6号せ い そ う 労 働 者（１）2 0 1 1年9月2 7日



研
修
の
改
善
・
充
実
の
協
議
で

は
、
同
和
研
修
の
講
師
に
つ
い

て
、
部
外
講
師
の
活
用
も
求
め

て
き
ま
し
た
が
、
現
場
の
管
理

職
が
移
管
の
経
緯
や
清
掃
事
業

の
歴
史
、
現
場
の
実
態
を
正
確

に
踏
ま
え
た
う
え
で
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
に
も
大
き
な
意
義

が
あ
り
ま
す
。

す
べ
て
の
差
別
撤
廃
に
向
け
た

取
り
組
み
は
、
働
き
甲
斐
と
い

う
人
間
の
尊
厳
を
か
け
た
取
り

組
み
で
も
あ
り
ま
す
。

【
１
面
よ
り
】

清掃研修の改善・充実に向けた取り組み／特別区職員研修所

残
暑
の
中
、
東
京
ド
ー
ム
ボ
ウ
ル
で

熱
戦
が
展
開
さ
れ
る

９
月
１０
日
（
土
）
、
東

京

ド

ー
ム
ボ
ウ
ル
で
本
部
主
催
に
よ

る
第
１４
回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
真
夏
に
逆
戻
り
し

た
か
の
よ
う
な
猛
暑
日
で
し
た

が
、
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
参

加
し
た
腕
に
覚
え
の
あ
る
７２
名

の
面
々
は
、
一
投
一
投
に
歓
声

を
上
げ
な
が
ら
２
ゲ
ー
ム
合
計

に
よ
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。栄

え
あ
る
チ
ー
ム
戦
優
勝
に

輝
い
た
の
は
、
第
二
地
連
・
文

京
支
部
、
準
優
勝
は
、
第
一
地

連
・
中
央
工
場
支
部
、
第
三
位

は
、
第
三
地
連
・
多
摩
川
事
業

所
支
部
と
な
り
ま
し
た
。

汗
を
か
い
た
後
は
、
清
掃
会

館
（
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
）
に
移
動
し

て
表
彰
式
を
兼
ね
た
懇
親
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
も

引
率
の
支
部
役
員
も
含
め
９０
名

以
上
が
参
加
し
、
成
績
発
表
の

た
び
に
大
歓
声
が
上
が
り
、
久

し
ぶ
り
の
本
部
主
催
の
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

次
回
開
催
を
求
め
る
多
く
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
宣

部
と
し
て
は
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
に
限
定
せ
ず
に
、
様
々
な
レ

ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
！

チーム優勝に輝いた文京支部チーム

個人戦上位５名

本
部
主
催
第
１４
回

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

チーム戦上位５チーム

本部主催第１４回ボウリング大会
〈東京ドームボウル・２０１１年９月
１０日〉表彰式を兼ねた懇親会で盛り上がる〈清掃会館／SKホール〉

『さようなら原発５万人集会』

脱原発を訴えて全国から多くの仲間が結集！

作
家
の
大
江
健
三
郎
氏
ら
が

呼
び
か
け
た
脱
原
発
を
求
め
る

「
さ
よ
う
な
ら
原
発
５
万
人
集

会
」
が
１９
日
、
約
６
万
人
（
主

催
者
発
表
）
が
参
加
す
る
中
で

東
京
・
明
治
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
福
島
原
発
事
故
後
の

集
会
で
は
最
大
規
模
の
集
会
と

な
り
、
社
会
的
に
も
「
脱
原
発
」

の
世
論
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
感
じ
ら
れ
る
大
集
会
と

な
り
ま
し
た
。

わ
が
組
合
か
ら
も
週
休
者
を

中
心
に
多
く
の
組
合
員
が
参
加

し
ま
し
た
。
警
察
の
デ
モ
規
制

に
よ
り
、
集
会
終
了
後
か
ら
デ

モ
の
最
終
部
隊
が
明
治
公
園
を

出
発
す
る
ま
で
に
３
時
間
も
か

か
る
と
い
う
異
例
の
事
態
と
な

り
、
東
京
清
掃
の
隊
列
が
明
治

公
園
を
出
た
の
は
午
後
５
時
を

過
ぎ
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
力

強
く
行
動
を
貫
徹
し
ま
し
た
。

わ
が
組
合
の
定
期
大
会
も
間

近
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、『
運

動
方
針
（
案
）
』
で
は
、「
地
震

の
多
い
日
本
で
の
原
子
力
発
電

所
の
即
時
閉
鎖
を
求
め
、
脱
原

発
の
運
動
を
展
開
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
提
起
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
全
国
の

仲
間
と
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

基本的考え方
清掃事業移管並びに職員の身分切替時に東京都から引き継いだ研修水準、同和問題研修講師の養成等に関する基本的な枠組みは尊重しつつ、本
件の反省を踏まえ、当事者の視点や、差別の実態から学ぶフォローアップを意識した同和研修の改善・充実策を講じる。

具体的方策
① 講師養成研修の改善・充実
清掃事業移管の経緯、同和研修の重要性、研修実施の意義・背景等の説明を徹底するとともに、模擬講義等の演習を通して講師としての理解
度や資質の向上に資する内容となるよう、カリキュラムの見直しを行う。また、講師登壇にあたってのフォローアップとして「差別の実態」を
学べるようカリキュラム、担当講師を工夫する。
② 同和研修の改善・充実
現場のリーダーが、当事者の視点を踏まえた差別の実態から学び、職場において実践的な指導を行うことができるよう、同和研修（新任技能
長、新任統括技能長）に外部講師を試行的に導入する。内部講師が行う研修については、標準となる「モデル教材」「指導要領」等を作成し、講
師に示すとともに、以下のとおり研修内容等の確認を徹底する。
ア レジュメ、副教材等の内容はあらかじめ研修所が確認する。
イ 担当職員が研修に立会い、実施内容を確認する。
ウ アンケートの点検を問題点の掘り起こしの観点から徹底し、問題を発見した場合には直ちに検証を行い対応する。
エ 講義の録音を行う。

③ 各区との連携
再発防止に向け、職員育成の主体であり、任命権者である各区との連携・協力を緊密にし、人権問題の解決に取り組むことを確認していく。

④ 関係団体との意見交換
人権問題、同和問題等について、関係団体との定期的な意見交換の実施等により、研修の質の維持・向上に努める。

総得点

１，２４６

１，２０６

１，２０１

１，１１５

１，１０９

地連

第２地連

第１地連

第３地連

第３地連

第２地連

支部

文京支部

中央工場支部

多摩川事業所支部

品川支部

北 支 部

順位

優勝

準優勝

第三位

第四位

第五位

総得点

３６８

３６３

３５７

３５１

３４１

支部

墨田（工）

文 京

多摩川（事）

中央（工）

北

氏名

石野 隆行

野一色 達也

福永 智幸

廣瀬 玲司

実方 幸雄

順位

優勝

準優勝

第三位

第四位

第五位
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